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地下鉄路線図網のレイアウトに応じた注釈ラベルの配置手法 
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(1) 動機： 手描きによる地下鉄路線図においては，駅

に文字や画像などの必要な注釈が与えられるよう，

内部ラベル(internal label)と外部ラベル(external 
label)の両方を用いることが多い．しかしながら，地

下鉄路線図を自動生成する際に，その路線図網の

形状に応じて最適に注釈ラベルを配置する手法は，

ラベルを配置できる路線図網周辺の領域の形状が

複雑なため，まだその研究事例の数は限られてい

る．本研究では，注釈ラベル配置のための2つの手

法を示し，一般的に用いられている路線図レイアウ

トとある経路を中心に配置したレイアウトに適用す

る．  
(2) 手法： 1 つ目の注釈配置アルゴリズムは，全体の

路線図領域を 3 つの異なる区域に分割し，注釈ラ

ベルをその種類に応じてどの区域に配置するかを

決定している．この区域分割に基づく注釈ラベル

配置アルゴリズムにおいては，各種類の注釈ラベ

ルの最適位置は，路線図領域にあらかじめ配置さ

れているグリッドパタンを参照することで求められる

(図 1(a))．この最適位置の計算は，路線図上に配

置する注釈ラベルの実際の配置順を，進化的な反

復計算を用いて改善する遺伝的計算手法を導入

することで実現される． 
  2 つ目は，境界ラベル配置に基づく注釈ラベル

配置アルゴリズムであり，駅と注釈ラベルを結ぶ線

として曲線を用いることで，その線と地下鉄路線図

との交差を最大限回避し，路線図そのものの視覚

的に分かりやすくすることができる (図 1(b))．この

実現には，最小コスト最大流問題の概念が導入さ

れており，路線図上に配置してあるグリッドを通るよ

う制御された最大流経路を参照することで，駅と注

釈ラベルを結ぶ線の形状を求めている． 
(3) 結果： 本手法で提案アルゴリズムは，デスクトップ 

PC (2 Quad-Core Intel Xeon CPUs (2.4GHz), 8GB 
RAM)上で実装されており，プログラミング言語とし

てC++，地下鉄路線図描画にOpenGL，画像注釈

ラベルの処理にOpenCVを用いている． 
  1つ目の区域分割に基づくアルゴリズムを，一般

的に用いられている路線図レイアウトに適用した事

例が図1(a)である．図からわかる通り，路線図領域

の境界に沿って注釈ラベルが整列されている．し

かし，同じアルゴリズムを，経路を中心に配置した

レイアウトに適用すると，地下鉄路線図網自体に折

れ線が多く含まれるため，駅と注釈ラベルを結ぶ線

との区別がつきにくくなってしまう(図1(b))．  
  2つ目の境界ラベル配置に基づくアルゴリズムを，

一般的に用いられている路線図レイアウトに適用し

た場合は，図1(c)に示される通り全体としては注釈

ラベルを適切に配置することができる．しかし，経

路を中心に配置したレイアウトに適用した図1(d)の
ように，特定の経路上の駅すべてに注釈ラベルを

配置するのは難しい．  
  以上のように，路線図レイアウトに応じて注釈ラ

ベルの配置手法を適応的に選択することで，注釈

ラベル付き地下鉄路線図の可読性を確保すること

が可能となる． 
(4) 使用したデータ： 

・ ウィーン地下鉄路線図網 
http://www.aardvark.at/metro/ 

・ ウィーンの地下鉄駅の緯度経度 グーグルマップ

http://maps.google.com/ 
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(a) 区域分割に基づく 

地下鉄路線図 
(b) 境界ラベル配置による 

地下鉄路線図 
(c) 区域分割に基づく 

経路中心路線図 
(d) 境界ラベル配置による 

経路中心路線図 
図 1：ウィーン地下鉄路線図網を例に，異なる自動レイアウト結果に応じた注釈ラベル配置の適応的選択例． 


